
平成２９年度第１回松戸市子どもの未来応援会議における要望・意見等一覧

（要望一覧）

No 質 問 内 容 資料番号 参考（会議録ページ）

1 生活保護の子どもたちの進学率のデータは、年によって非常に差があるのは、毎年卒業する生活保護のお
子さんの数が少ないからだと思うが、何人ぐらいなのか、基礎的なところを教えてほしい。また、中学卒業後
の就職で具体的な内容・職種を教えてほしい。

資料１－１ ４ページ
５ページ

2 松戸市では子育て世代が多いと推測しているが、統計的なデータを提供してほしい。 資料１－２ ５ページ

3 就学援助費、児童扶養手当、医療費助成の通知、パンフレット等を提供してほしい。 資料１－３ ７ページ

4 松戸市における相談窓口一覧を提供してほしい。 資料１－４ １１ページ

資料１－５－１：ひとり親家庭向けの窓口
（手当、相談）の一本化

資料１－５－２：学習支援

資料１－５－３：スクール・ソーシャル・
ワーカーの取組み

（主な意見一覧）

6 病気に関してのり患率、疾患の部位について、全国レベルと、松戸市の子どもの健康状態を比較したらどう
か。

資料１－６ ６ページ

7 児童扶養手当の現況届から情報が得られるので、例えば全額支給者の割合等でひとり親の中での格差を
みていただければと思う。

資料１－７ ９ページ

8 「松戸市ひとり親家庭へのアンケート集計結果」について、詳細な分析が必要ではないか。
・年間収入による比較（就学前後、子どもの年齢、母親の就労状況）
・悩み事（年齢）

「松戸市ひとり親家庭へのアンケート」に
ついては、検討・分析中

８ページ

9 「松戸市ひとり親家庭へのアンケート集計結果」について、回答率を改善すれば、もう少し詳細な分析ができ
るのではないか。

８ページ

10 「松戸市ひとり親家庭へのアンケート集計結果」の中で、12ﾍﾟｰｼﾞ「ひとり親が充実・拡大を希望する行政サー
ビス」についての選択肢「予防接種や各種検診、健康診断や健康相談」について年齢を区切って分析すれ
ば、違った結果になるのではないか。

９ページ

5 松戸市の事業の特色、これまでのアピールポイントなどを示してほしい。 １３ページ

資料１



H29.4.1

国 松戸市 国 松戸市 松戸市

18,886人 109人 18,306人 83人 80人

92.8% 96.5% 93.3% 94.3% 95.2%

341人 2人 308人 0人 0人

1.7% 1.8% 1.6% 0.0% 0.0%

1,119人 2人 1,010人 5人 4人

5.5% 1.8% 5.1% 5.7% 4.8%

合　計 20,346人 113人 19,624人 88人 84人

4,550人 31人 4,619人 22人 18人

33.4% 47.0% 33.1% 29.3% 40.0%

6,194人 28人 6,171人 28人 22人

45.5% 42.4% 44.3% 37.3% 48.9%

2,860人 7人 3,148人 25人 5人

21.0% 10.6% 22.6% 33.3% 11.1%

合　計 13,604人 66人 13,938人 75人 45人

2,323人 11人 2,296人 4人 14人

4.5% 3.9% 4.5% 1.4% 6.1%

・国：社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会（第４回）資料から抜粋

・松戸市：「就労支援等の状況調査」より（国からの調査）

就職者及び率

高校中退者及び率

就職者及び率

その他

中学卒業後

高校卒業後

高校等進学者
及び率

資料１－１

【生活保護受給世帯の進路に関する指標】

その他

大学等進学者
及び率

H27.4.1 H28.4.1

【生活保護受給世帯における子どもの人数（松戸市）】

H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1

就学前 259人 257人 235人

小学生 432人 422人 402人

中学生 250人 248人 243人

計 941人 927人 880人



【卒業後の就職者数（生活保護受給世帯）】

H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1

中学卒業後の就職者数 2 0 0

高校卒業後の就職者数 28 28 22

【卒業後の就職先（生活保護受給世帯）】

管理・支援サービス業（１）

公務及び国防、強制社会保障事業（１）

その他のサービス業（１）

中学卒業後の就職先
（H26年度：2人）

宿泊・飲食業（１）

建設業（１）

高校卒業後の就職先
（H28年度：22人）

製造業（５）

卸売・小売業（５）

建設業（４）

運輸・保管業（２）

保健衛生及び社会事業（２）

宿泊・飲食業（１）



10.429% 10.915% 9.435% 10.331% 9.854% 8.599% 9.446% 

12.845% 
14.012% 

11.903% 
14.167% 15.324% 

11.473% 
12.828% 

16.444% 
16.834% 

14.344% 

15.809% 15.632% 

16.021% 

16.142% 

39.718% 

41.761% 

35.682% 

40.307% 40.810% 

36.094% 

38.416% 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

松戸市 市川市 野田市 柏市 流山市 我孫子市 鎌ケ谷市 
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市町村名 

近隣市 子育て世代割合比較 

合計 

40～49歳（人） 

30～39歳（人） 

20～29歳（人） 

【出典】 
総務省「国勢調査」 
RESAS地域経済 
分析システム 
2015年データ 
 
【注記】「国勢調査」

のデータに基づく 
実績値 

資料１－２ 



9,078 

9,377 

10,208 

11,129 

12,018 

12,979 

14,730 

16,696 

20,704 

19,396 

16,226 

13,105 

14,301 

17,643 

15,112 

11,360 

7,142 

3,015 

1,045 

8,671 

8,946 

9,775 

10,768 

11,806 

12,664 

13,941 

15,547 

19,652 

18,230 

15,067 

12,873 

14,824 

19,020 

16,908 

12,875 

9,001 

5,223 

3,322 

25,00020,00015,00010,0005,00005,00010,00015,00020,00025,000

0～4歳（人） 

5～9歳（人） 

10～14歳（人） 

15～19歳（人） 

20～24歳（人） 

25～29歳（人） 

30～34歳（人） 

35～39歳（人） 

40～44歳（人） 

45～49歳（人） 

50～54歳（人） 

55～59歳（人） 

60～64歳（人） 

65～69歳（人） 

70～74歳（人） 

75～79歳（人） 

80～84歳（人） 

85～89歳（人） 

90歳以上（人） 

松戸市 人口ピラミッド（２０１５年） 

女 

男 

【出典】総務省「国勢調査」 
      RESAS地域経済分析システム 
【注記】「国勢調査」のデータに基づく 
      実績値 



H25 H26 H27 H28 H29 H29-H25

～5才 23,811 23,442 23,327 23,216 23,079 -732

6～11才 24,582 24,177 23,895 23,714 23,700 -882

12～14才 13,331 13,248 12,910 12,743 12,406 -925

15～17才 13,243 13,320 13,418 13,343 13,281 38

小計 74,967 74,187 73,550 73,016 72,466 -2,501

18才～ 411,218 413,117 413,754 418,725 421,417 10,199

合計 486,185 487,304 487,304 491,741 493,883 7,698

出典：住民基本台帳（毎年9/30日現在） 単位：人

松戸市年齢階層別人口統計表



資料１－３
（全児童生徒に配付）





資料１－３
（申込者のみ配付）





























松 戸 市 

相談窓口のご案内

①ひとり親家庭向け相談

母子・父子相談（生活全般） 子育て支援課 047-366-7347

ひとり親家庭就労相談 子育て支援課 047-366-7347

養育費・面会交流相談 養育費相談支援センター 03-3980-4108

②家族関係、子どもについての相談

妊娠・出産から子育て期全般相談 親子すこやかセンター 

（各保健福祉センター）

047-366-7766（中央）
047-346-6066（小金）

047-384-8020（常盤平） 
家庭・児童相談（育児、不登校、虐待
など、18歳未満の児童のいる家庭） 

子ども家庭相談課 047-366-3941

教育相談（就学先や不登校について） 教育研究所 047-366-7600

婦人相談（DV・離婚など女性全般） 子ども家庭相談課 047-366-3955

ゆうまつどこころの相談（男女の生き
方相談） 

男女共同参画課 

（女性センターゆうまつど） 

047-363-0505

女性相談（DV 等からの緊急避難など
女性の抱える問題全般） 

千葉県女性サポートセンター 043-206-8002

（365日 24時間対応） 

③その他相談

生活困窮者自立支援（経済的な問題を
中心に、仕事や住まいなど生活全般に
わたる相談） 

自立相談支援センター 047-366-0077

女性の就労・両立支援相談（女性の再
就職支援） 

男女共同参画課 

（女性センターゆうまつど） 

047-364-8778

子育て期の就労相談 ハローワークマザーズコーナー
（男性も相談可能）

047-367-8609（43#）

平成２９年８月改訂 松戸市子育て支援課

どこに相談するか迷ったときは、子育て支援課（047-366-7347）

までお電話を！専門の相談員がお話をお伺いします。 

松戸子育て応援マスコット「まつドリ」 

ひとり親家庭の 
し お り 

資料１－４
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出産直後の支援 

① チャイルドシートリース料金の助成 

指定する業者からリースする場合、料金の半額を助成しています。    

[問]市民安全課 047-366-7341 

② ファミリー・サポート・センター 

〔有料 ※所得により減免があります〕 

産後４ヶ月未満のお母さんがいる家庭に、提供会員が訪問して、育児・家

事等の支援を行います。ひとり親家庭への助成制度があります。 

[問]まつどファミリー・サポート・センター047-330-2941 

③ 産後ケア〔有料 ※所得により減免があります〕 

お母さんの体調不良や育児不安のある方、ご家族などからの援助が受けら

れない方（産後４ヶ月未満まで）を対象に産後ケア施設またはご自宅へ訪

問して、お母さんの心身及び乳児のケア、育児サポート等の支援をします。

[問]子ども家庭相談課母子保健担当室 047-366-5180 

その他生活に関する支援 

① 水道料金の一部減免（県営のみ） 

[問]県水お客様センター 

0570-001245 

② JR通勤定期券の割引 

[問]子育て支援課児童給付担当室 

047-366-3127 

就労支援 

① ひとり親家庭就労促進事業 

ひとり親家庭の親の自立や就労を支援するため、介護や医療事務などの資格取得やパソコンの技能取得な

どの講座について受講料の最大 60％（上限 20万円）の費用助成を行う制度です。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

② 高等技能訓練促進費の支給 

ひとり親家庭の親が、看護師等の就業に結びつきやすい資格を取得するため養成機関で就学している間、

助成金を支給する制度です。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

③ ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 

ひとり親家庭の親またはその子が、高卒認定試験（旧大検）に合格を目指す講座について受講料の最大

100％（上限 25万円）の費用助成を行う制度です。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

住まい等に関する支援 

① 市営・県営住宅における優遇措置 

○市営住宅…[問]住宅政策課 047-366-7366 

○県営住宅…[問]千葉県住宅供給公社募集課 

043-222-9200（募集案内は住宅政策課・各支所・

行政サービスセンターにて配布） 

② URにおける子育て割や近居割等制度 

[問]UR松戸営業センター047-367-5221 

③ 民間物件の情報に関する相談 

[問]住宅政策課 047-366-7366 



 

 

子どもの居場所〔無料〕 

①学習支援事業 

ひとり親家庭の子どもに個別指導をベースとした学習支援を行います。希望者には心理カウン

セリングなども実施、子どもが放課後に安心していられる居場所を提供します。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

②未就学児の居場所 

○子育て支援センター…一部の保育園内で、遊び場の開放や子育て相談などを行っています。 

○おやこＤＥ広場…主に 0～3歳児むけに無料開放されている子育て支援の拠点施設です。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

③児童福祉館・こども館 

○18歳までの子どもが自由に遊び、楽しい体験ができるように様々な行事等を提供します。 

[問]常盤平児童福祉館 047-387-3320 

子どもの預かり〔有料 ※所得により減免がある場合があります〕 

①未就学児の日常的な預かり 

一時預かりを実施しているところもあります。詳しくは幼児保育課にお問い合わせください。 

○保育所（園）・認定こども園…[問]幼児保育課 047-366-7351 

○幼稚園…各幼稚園へ直接 

②小学生の日常的な預かり 

○放課後児童クラブ…保護者が就労等の理由で、昼間家庭にいない小学生の児童を放課後に

お預かりします。 

○放課後ＫＩＤＳルーム…小学校の図書室等を開放して、小学生が放課後自由に学習や読書

などができる場所を提供します。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

③未就学児・小学生の子どもの一時的な預かり 

○ファミリー・サポート・センター…地域の身近な人同士で小学生までの子どもを預けたり

（利用会員）、預かったり（提供会員）ができます。ひとり親家庭への助成制度があります。 

[問]まつどファミリー・サポート・センター047-330-2941 

○ほっとるーむ等の一時預かり…通院や買い物等、「ちょっとだけ子どもを預けたい」ときに、

就学前の子どもを 4時間まで預けることができます。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

④夜間・土曜日・日祭日の一時的な預かり、宿泊を伴う預かり（子どもショ

ートステイ） 

夜間や土曜日、日祭日に一時的に預けたいとき、数日にわたり子どもを預けたいときに利用

できます。 

[問]子ども家庭相談課 047-366-3941 

⑤病気の急性期、回復期中の預かり 

○病児・病後児保育…病気及び病気の回復期のため、集団保育や家庭保育が困難な小学生ま

での子どもをお預かりします。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 



各種申請・手続き

① 児童扶養手当 ② 児童手当

18歳になってから最初の3月末までの子ども

のいるひとり親家庭などに支給されます。所得

制限があります。[問] 子育て支援課児童給付

担当室 047-366-3127 

中学校修了前までの子どもを養育している人

に支給されます。 

[問] 子育て支援課児童給付担当室 

047-366-3127

③ ひとり親家庭等医療費助成 ④ 子ども医療費助成

ひとり親家庭などの親と子ども（18歳になっ

てから最初の 3 月末まで）を対象に、医療費

の一部を助成します。所得制限があります。 

[問] 子育て支援課児童給付担当室 

047-366-3127

中学校修了前までの子どもに「子ども医療費助

成受給券」を交付します。医療機関受診時に提

示すると保険診療分の医療費が軽減されます。 

[問] 子育て支援課児童給付担当室 

047-366-3127

⑤ 遺児手当 ⑥ 就学援助費

両親または、父母の一方と死別した中学校修了

前の子ども（遺児）を扶養している人に支給さ

れます。所得制限があります。 

[問] 子育て支援課児童給付担当室 

047-366-3127

公立小・中学校に通学している子どもの保護者

で、児童扶養手当を受給している人などに支給

します。各学校を通じた申請になります。 

※高校については別に「就学支援金制度」があ

ります。詳しくは各高校にお尋ねください。 

[問]学務課 047-366-7457 

⑦ 母子・父子・寡婦福祉資金貸付 ⑧ 国民年金（遺族基礎年金）

ひとり親家庭の生活の安定のために必要な資

金の貸付（子どもの修学資金など）の相談を行

っています。詳しくは、子育て支援課にお問い

合わせください。 

[問]子育て支援課 047-366-7347 

遺族基礎年金は、①国民年金の加入者または②

老齢基礎年金受給資格がある人が死亡したと

きに、その人によって生計を維持されていた

「子のある配偶者」または「子」に、子どもが

18歳になってから最初の3月末まで支給され

ます。（①の場合、保険料納付要件があります） 

[問]国民年金課 047-366-7352 

⑨ 国民健康保険 ⑩ 税金

就労等、生活状況によって国民健康保険の切替

が必要な場合があります。切替する場合には、

速やかな手続きが必要です。詳しくは、国民健

康保険課にお問い合わせください。 

[問]国民健康保険課 047-366-7353 

離婚や死別（生死不明等）をした方は、所得状

況によって寡婦（寡夫）控除の対象となる場合

があります。詳しくは、市民税課にお問い合わ

せください。 

[問]市民税課 047-366-7322 



関係者資料ひとり親家庭支援担当課職員向け 

ひとり親家庭支援策の実態に関する 

事例集 

平成 29年 3月 

厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課 
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松⼾市 ひとり親家庭への総合的な⽀援のための相談窓⼝の強化事業 

【背景・⽬的】 

松⼾市では、平成 27 年度まで、⺟⼦・⽗⼦⾃⽴⽀援員等の⽀援員が配置されていた⼦ども家庭相

談課（主に相談受付業務を担当）と、児童⼿当や児童扶養⼿当などの経済的⽀援に加えて、ひとり親

家庭の就業⽀援を⾏う就業⽀援専⾨員が配置されている⼦育て⽀援課は、徒歩 5 分程度離れている庁

舎に別々に配置されていたため、来訪者は児童扶養⼿当の⼿続きのついでに気軽に相談できるという

状況ではなかった。 

【取組】 

 平成 28 年 4 ⽉から、⺟⼦・⽗⼦⾃⽴⽀援員の所管を⼦育て⽀援課に異動し、児童扶養⼿当等の

相談や⼿続きに訪れるひとり親に、ひとり親家庭全般についての相談もすぐ近くで⾏えるように

なり、ワンストップの総合的な窓⼝へと変更した。 

松⼾市 市庁舎配置図 

出典）松⼾市「松⼾市役所のご案内」

 ⼦ども家庭相談課…家庭児童相談、⼦どもと⼥性に対する暴⼒の相談、通告、養育医療など

を所管。

 ⼦育て⽀援課…児童⼿当や児童扶養⼿当、ひとり親家庭の就業⽀援に関する業務を所管。

【成果】 

○ 児童扶養⼿当等の⼿続きに訪問するひとり親が、⺟⼦・⽗⼦⾃⽴⽀援員に気軽に相談できる

ようになり、相談件数が増加。

○ ひとり親家庭の相談に係る⽀援員が同じ部署に配置されることで、状況に応じて⺟⼦・⽗⼦

⾃⽴⽀援員と就業⽀援専⾨員が同席して相談を⾏うなど連携して⽀援ができるようになり、

相談者のニーズに合わせた柔軟な対応を⾏っている。

【その他（関連資料等）】 
平成 28 年 8 ⽉からは、⺟⼦・⽗⼦⾃⽴⽀援員を 1 名（週 4 ⽇勤務）から 2 名（それぞれ週 4 ⽇

勤務）に増員し、相談のための体制の充実にも取り組んでいる。

【担当部署】松⼾市 ⼦ども部 ⼦育て⽀援課 047-366-7347

ひとり親家庭向けの諸⼿当の窓⼝と相談窓⼝を⼀本化し、
相談者の利便性向上を実現し、相談件数も増加 

子育て支援課

子ども家庭相談課

徒歩 5 分程度 

窓口を一本化 

線路

中央保健福祉

センター

新 館

本 館

議会棟 別館

駐車場

京葉ガス

ビル

京葉ガス

第２ビル

庁舎配置図

正面玄関

地下玄関

（信号）

衛生会館

地域医療課

１階

竹ケ花別館

子育て支援課

子ども家庭相談課

徒歩 5分程度

窓口を一本化
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事 業 概 要事 業 概 要

①内容

・学習支援（講師1人あたり生徒5～7人程度の個別指導）

・居場所（新松戸・常盤平・六実会場にて、学習支援以外の時間帯にも

立ち寄れる「居場所専用」の実施、居場所支援員配置、遊びや自習）

・心理カウンセラー（子どもや保護者の相談、講師へのアドバイス等）

②費用 無料

③対象学年
小学5・6年生、中学生、高校生 （概ね１８歳以下で高等学校等への進学を目指

す児童を含む。）

④世帯要件 児童扶養手当受給世帯、生活保護受給世帯、就学援助受給世帯

⑤会場 松戸、新松戸、常盤平、六実

⑥回数 週2回（小中学生）、週1回（高校生）

⑦時間 1時間30分（小学生）、2時間30分（中学生・高校生）

⑧定員 計 290人

松戸市 子どもの学習支援事業
資料1-5-2

会場別の内容会場別の内容

地区 松戸 新松戸 常盤平 六実

事業者
株式会社
ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

NPO法人
子どもの環境を守る会
Jﾜｰﾙﾄﾞ

NPO法人
松戸ゆいねっと

ＮＰＯ法人
ワーカーズコープ

定員
小20人 中60人 高30
人

小20人 中60人 小20人 中30人 小20人 中30人

会場形
態

・民間賃貸借
・オフィスビル
・メイン、サブの2部屋

・事業者活動拠点
・ビル
・広い1部屋

・民間賃貸借
・空家活用による戸建
・5部屋程度

・民間賃貸借
・空家活用による戸建
・5部屋程度

傾向・
特徴

・集中して学習する雰
囲気
・「すらら」を活用
・入退室等、管理体制
が整っている

・事業者独自に「子ども
の居場所」事業も行って
いるため、敷居が低く入
りやすい
・大学生のスタッフ多い
・通常授業以外のイベ
ント等も積極的に実施

・定着率、参加率が高
い
・児童養護施設に勤務
していたスタッフ多い
・一般の民家を借用して
いるため、「居場所」とし
ての機能が高い

・一般の民家を借用し
ているため、「居場所」
としての機能が高い
・子ども食堂を主催す
るスタッフがおり、連
携の可能性

資料1-5-2



事業運営の⼯夫事業運営の⼯夫

意図：本事業申込をきっかけに、経済的支援等が必要な世帯が支援につながるように
流れ：自立相談支援機関⇒市の担当者⇒学習支援事業者 （※生活保護世帯は担当ＣＷ経由）

生活困窮者の自立相談支援機関にて申込受付

参加者：学習支援の各事業者、生活支援一課、子育て支援課、自立相談支援機関
議題例：「事業実施上のトラブル」、「教育委員会・学校現場や地域との連携」、「不登校や発達障害を抱える子の支援方法」、 「通学方法・送り迎え」等

子どもの学習支援事業連絡会議を毎月開催

三者面談：毎年１回３０分程度 利用ルール等の説明・学習状況等の聞き取り
体験利用：初回利用から２週間 マッチング（事業者：周囲に迷惑をかけないか等、利用者：会場の雰囲気等）

三者面談・体験利用

・生活保護受給世帯（生活支援一課）、児童扶養手当受給世帯（子育て支援課）へ案内送付
・就学援助受給世帯について、教育委員会が行う就学援助決定通知に同封

支援対象者への個別通知

・生活困窮者支援を担当する「生活支援一課」、ひとり親家庭支援を行う「子育て支援課」が共同で事業を実施
・利用者数の割合（生活困窮世帯が１／３、ひとり親世帯が２／３）に応じて、生活支援一課と子育て支援課で予算を按分

「生活困窮者支援担当課」と「ひとり親家庭支援担当課」の共同事業
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六実中学校の実践 

◎配置状況 

・固定配置型で２名派遣 

  １名：松戸市正規職員(教育研究所所属) 

１名：非常勤職員 

・週４日・１日７時間１５分勤務（非常勤職員） 

・所属学年を決めている 

・職員室で執務、相談は相談室で行う。 

 

◎相談方法 

①SSWer に直接相談 

②担任の先生、養護の先生等を通

して相談 

③相談ポストに相談を投函 

④電話で相談 

◎工夫している取り組み 

 ・学級訪問をして、生徒に SSWer を知ってもらう 

 ・SSWer のちらしを配布（生徒・保護者向け） 

 ・教職員用にも資料を作成 

 ・校内巡回を行い気になる生徒を把握 

 ・校内適応指導教室を利用している生徒と週に１コマ面談の時間をとっている。 

  

◎主な仕事の内容 

・面談（課題を持っている生徒・保護者との面談） 

・ｹｰｽ面談（気になる生徒について教職員との相談） 

・校内ｹｰｽ会議に参加 

・連携会議に参加 

・家庭訪問 

 

 ◎学校現場からの声 

 ・学年に配置され、教職員との連携がしやすい。また、子どもの情報が受け取りやすい。 

 ・気になる生徒の話をタイムリーにでき、すぐに対応できる 

 ・校内巡回をすると気軽に「今日、親とけんかしちゃった」「習い事のことって相談していい

ですか」などと声をかけてくれる。 

 ・SC（スクールカウンセラー）との情報の共有により、課題が見えてくる。 

 ・家庭訪問したことで登校するようになった生徒がいる。 

 ・教室訪問をきっかけに、相談に来てくれるようになった生徒がいる。 

・複数配置なので、ケースについて相談しながら進められる安心感がある。 

 

教育研究所 

H29.10.23 

スクールソーシャルワーカー（SSWer）の取り組み 
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単位　（％）

裸　　眼　　視　　力 難 耳　鼻　咽　頭
1.0　　 0.7　　 0.3
未　　 未　　 未　　

区　　　分 計 計 満 満 満
0.7 0.3
以 以

上 上 聴
  

小学校計（全　国） 100 31.5 11.2 11.7 8.6 5.4 0.6 6.1 12.9 1.4 48.9 24.7 24.2 4.8 0.1 3.2 2.0 6.8

小学校計（千葉県） 100 30.4 10.2 11.2 9.0 4.9 0.4 5.5 12.3 1.0 47.0 24.8 22.2 5.0 0.1 3.6 1.8 8.4

小学校計（松戸市） 100 21.7 8.3 9.2 4.2 4.1 0.8 3.5 2.7 0.1 46.4 23.7 22.7 6.7 0.0 5.0 1.9 7.1

中学校計（全　国） 100 54.6 11.5 16.4 26.7 5.1 0.3 4.5 11.5 0.7 37.5 21.0 16.5 5.4 0.4 5.4 4.6 4.1

中学校計（千葉県） 100 53.4 11.0 17.4 25.0 4.5 0.3 5.7 12.9 0.5 35.1 19.2 15.9 5.5 0.1 5.0 3.6 4.5

中学校計（松戸市） 100 26.3 11.3 11.0 4.0 3.0 0.5 2.7 2.8 0.0 38.2 22.7 15.5 14.0 0.1 7.9 9.0 4.2

区　　　分

　

小学校計（全　国） 1.5 1.8 3.2 0.5 0.7 0.8 0.1 3.7 0.2

小学校計（千葉県） 0.9 1.6 3.4 0.5 0.7 0.7 0.0 5.4 0.3

小学校計（松戸市） 0.0 1.1 5.0 0.0 1.5 0.8 0.1 5.8 0.3

中学校計（全　国） 1.0 3.4 2.7 0.2 0.8 2.6 0.1 2.9 0.2

中学校計（千葉県） 0.4 4.7 2.1 0.2 0.6 2.3 0.1 4.6 0.4

中学校計（松戸市） 0.0 3.7 4.8 0.0 1.1 2.4 － 4.8 0.3

（注）１．この表は，疾病・異常該当者（疾病・異常に該当する旨健康診断票に記載のあった者）の割合の推定値を示したものである。

　　　２．「X」は疾病・異常被患率等の標準誤差が５以上，受検者数が100人（５歳は50人）未満，回答校が１校以下又は疾病・異常被患率が100.0%のため統計数値を公表しない。

　　　３. 結核に関する検診の取扱いについては，「学校保健安全法施行規則」の一部改正に伴い，平成24年４月から教育委員会に設置された結核対策委員会からの意見を聞かずに

 　　 　　精密検査を行うことができるようになったため，「結核の精密検査の対象者」には，学校医の診察の結果，精密検査が必要と認められた者も含まれる。

出典：平成２８年度学校保健統計調査、松戸市保健体育課資料
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資料１－７
児童扶養手当の内訳・支給状況

支給状況

支給区分 松戸市 構成比 千葉県 構成比 国 構成比

全部支給世帯数 1,640世帯 55.3% 14,867世帯 53.2% 623,214世帯 57.5%

24年度 一部支給世帯数 1,326世帯 44.7% 13,076世帯 46.8% 460,103世帯 42.5%

計 2,966世帯 100% 27,943世帯 100.0% 1,083,317世帯 100%

全部支給 1,536世帯 53.8% 14,249世帯 52.0% 606,644世帯 56.5%

25年度 一部支給 1,320世帯 46.2% 13,160世帯 48.0% 467,146世帯 43.5%

計 2,856世帯 100% 27,409世帯 100.0% 1,073,790世帯 100%

全部支給 1,514世帯 53.7% 14,072世帯 51.3% 586,652世帯 55.4%

26年度 一部支給 1,303世帯 46.3% 13,374世帯 48.7% 471,579世帯 44.6%

計 2,817世帯 100% 27,446世帯 100.0% 1,058,231世帯 100%

全部支給 1,392世帯 50.7% 13,559世帯 49.9% 557,065世帯 53.7%

27年度 一部支給 1,351世帯 49.3% 13,616世帯 50.1% 480,580世帯 46.3%

計 2,743世帯 100% 27,175世帯 100.0% 1,037,645世帯 100%

全部支給 1,346世帯 50.8% ― ― ― ―

28年度 一部支給 1,303世帯 49.2% ― ― ― ―

計 2,649世帯 100% ― ― ― ―

世帯数

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

児童１人 1,928世帯 1,865世帯 1,819世帯 1,772世帯 1,663世帯

児童２人 817世帯 776世帯 785世帯 742世帯 765世帯

児童３人 174世帯 172世帯 181世帯 200世帯 188世帯

児童４人以上 47世帯 43世帯 32世帯 29世帯 33世帯

計 2,966世帯 2,856世帯 2,817世帯 2,743世帯 2,649世帯

児童数 4,303人 4,114人 4,068人 3,982人 3,899人
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